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－第５章 地球温暖化－ 
第１節 地球温暖化の防止 
 
１ 地球温暖化対策 
  地球温暖化は，私たちの予想を超えるスピードで進行しており，将来に対して防止対策を講じなければ

ならないことは明らかです。私たちは，子どもや孫，それに続く世代に住み良い環境（地球）を残すため，

市民，事業者，行政が，それぞれの役割を十分認識し自主的な取組を行うとともに，互いに連携・協働の

もと，エネルギー消費の抑制や，エネルギー消費時に発生する温室効果ガスの排出量削減に努めることが

喫緊の課題となっています。 

 このようなことから，本市では，市民，事業者，行政が，地球温暖化対策を共通の課題として，自らの

ライフスタイルや社会経済活動を見直し，温室効果ガスの排出量削減に一層取り組むため，20年12月に「高

松市地球温暖化対策」を策定しました。 

 
２ 高松市役所における環境行動率先実行計画 
(1) 高松市役所における環境行動率先実行計画の概要 

本市では，平成11年２月に策定した前環境基本計画に基づき，一事業者・一消費者としての立場か

ら，市内の事業者に率先して環境の負荷を低減するため，12年３月に高松市役所における環境行動率

先実行計画を策定し，併せて，「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく温室効果ガス排出の抑

制等のための措置に関する計画にも位置付け，環境に配慮した行動や温室効果ガス排出量の削減に努め

てきました。 

しかし，近年，循環型社会へ向けた各種リサイクル関係法等の整備とともに，地球温暖化防止やエネ

ルギー問題への積極的な取組みなど，環境行政を取り巻く状況は大きく変化しており，合併により拡大

した市域を対象とした環境施策の展開が必要となっています。 

このことから，20年６月に同計画を改定し，新たな数値目標を掲げ，市役所自ら環境への負荷の低

減をより一層推進しています。 

ア 計画期間  平成20年度～27年度 

イ 適用範囲  市のすべての事務事業，出先機関等を含めた全ての組織･施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基本計画  

【基本目標】 地球環境の保全に貢献します 
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ウ 数値目標 

項   目 
基 準 値 目 標 値 

（基準年度：H18） （目標年度：H27） 

(ｱ) エネルギー消費に係わる二 

酸化炭素排出量の減 

（施設床面積１㎡当り） 

49.76kg-CO2/㎡ 
46.78kg-CO2/㎡ 

（６％削減） 

(ｲ) 用紙類使用量の削減 

（Ａ４判換算） 
63,488,175枚 

59,679,000枚 

（６％削減） 

(ｳ) 上水道使用量の削減 

（施設床面積１㎡当たり） 
1.12㎥/㎡ 

1.05㎥/㎡ 

（６％削減） 

(ｴ) 温室効果ガス排出量の削減 110,357,130kg-CO2 
98,986,000kg-CO2 

（10％削減） 

エ 取組内容   

【環境負荷の軽減，温室効果ガスの排出抑制への取組】 

(ｱ) 電気や燃料等の省エネルギー対策 

(ｲ) ごみの再資源化や水・用紙類などの省資源対策 

(ｳ) 施設等の維持・管理の環境負荷削減対策 

【環境保全に配慮した取組】 

(ｱ) 環境に配慮した建設工事関連対策 

(ｲ) 職員の環境意識向上対策 

(ｳ) 環境にやさしい製品の積極的な購入などのグリーン購入対策など 

 

(2) 平成20年度の運用状況 

項   目 内   容 H18 H20 H18/H20 

二酸化炭素排

出量 

エネルギー消費に係わる

施設床面積１㎡当たりの

ＣＯ２排出量 

49.76 kg-CO2/㎡ 48.72 kg-CO2/㎡ 

 

△2.1％ 

用紙類使用量 コピー用紙等使用量 
63,488,175 枚 

(A４判換算) 

61,271,625 枚 

(A４判換算) 

 

△3.5％ 

上水道使用量 
施設床面積１㎡当たりの

上水道使用量 
1.12 ｍ３/㎡ 1.03 ｍ３/㎡ 

 

△8.0％ 

 (3) 温室効果ガス総排出量の状況 

「高松市役所における環境行動率先実行計画」は，「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく， 

本市の事務事業実施に伴い排出される温室効果ガスの排出抑制等のための実行計画としても位置付け，

地球温暖化対策にも併せて取り組んでいます。 
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なお，平成20年度の総排出量は次のとおりです。 

項   目 内   容 H18 H20 H18/H20 

温室効果 

ガス総排出量 
換算二酸化炭素排出量 110,357,130 kg-CO2 107,853,458 kg-CO2 △2.3％ 

 
３ ＩＳＯ14001 
(1) ＩＳＯ14001 

ＩＳＯは，国際標準化機構の略称で，1947年２月に設立されたＮＧＯ（非政府組織）で，フィルム感

度やネジ，非常口の表示などの製品の規格および品質管理に関するＩＳＯ9000シリーズ，環境管理に関

するＩＳＯ14000シリーズのシステムの規格の制定と普及を目的としています。 

ＩＳＯ14001は，環境ＩＳＯとも言われ，環境保全のための環境マネジメントシステムの国際標準規

格であり，組織の最高経営層が制定した環境方針に基づき，環境の負荷を軽減するための取組を，組織

の全員が参加して，それぞれの役割や責任の中で実行していくもので，「計画→実施→点検→見直し」

のサイクルを繰り返していくことで，継続的な改善を図っていくものです。 

(2) 認証取得と適用範囲 

高松市では，市役所自らが率先して環境に配慮した行政を推進し，「土と水と緑を大切にする環境共

生都市 たかまつ」を実現するため，平成13年９月７日に，香川県内の自治体で初めて，環境マネジメ

ントシステムの国際標準規格であるＩＳＯ14001の認証を取得し，現在，本庁舎と出先施設の一部の23

施設を適用範囲として環境に配慮した取組を進めています。 

(3) 高松市の環境方針 

環境方針は，環境マネジメントシステムを運営していく上での，組織の基本的な姿勢を表明するもの

です。 

環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推進し，生活者の視点に立ったまちづくりに取り組む

決意等を表明するため，環境方針を見直し，国の定めた環境の日の６月５日に併せて，平成19年度に新

しい環境方針を定めました。 
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高 松 市 環 境 方 針 

１ 基本理念 
  高松市は，北は多島美を世界に誇る瀬戸内海，南は緩やかな勾配をたどりながら讃岐
山脈に連なり，田園を基調とした讃岐平野に丘陵と河川，さらに多くのため池をアクセ
ントとして持つ多様な自然に恵まれています。 
多くの先人たちによって守り継がれてきたこの恵み豊かな自然環境を，より良好な状

況で，将来の世代に引き継いでいくことは私たちの責務であり，そのためには，市民，
事業者，行政の協働の下，環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推進し，生活
者の視点に立った，人と環境にやさしいまちづくりを推進していかなければなりませ
ん。 
このことから，行政自らが率先して環境に配慮した行動を推進し，本市の望ましい環

境像である「土と水と緑を大切にする環境共生都市 たかまつ」の実現を目指します。 
２ 基本方針 
(1) 高松市環境基本計画に基づき，環境の保全と創造のための各種施策を積極的に推
進し，人と環境にやさしいまち・高松をつくります。 

(2) 環境への負荷の少ない循環型社会の構築に向け，省資源・省エネルギーや廃棄物
の減量，再資源化に努めます。 

(3) 環境マネジメントシステムを継続的に運用・改善するため，組織の運営体制を整
備するとともに，役割と責任の所在の明確化を図ります。 

(4) 環境関連法令，条例，協定等を遵守し，環境汚染の予防に努めます。 
(5) 環境目的及び環境目標を設定し，定期的に見直し，継続的な改善を図ります。 
(6) 全職員が環境方針を理解し，環境方針に沿った環境に配慮した行動が実施できる
よう研修を行います。 

(7) 環境方針及び環境マネジメントシステムに基づく実践活動の結果を公表します。 

 

平成19年６月５日 

                            

 

(4) 目的・目標 

環境マネジメントシステムでは，できるだけ数値化した目的・目標を設定し，その達成状況を 

チェックしながら，継続的な取組を進めます。 

平成20年度，本市では，80項目の目標を設定し，その内72項目で目標を達成しました。 

なお，20年度目標の達成状況は次のとおりです。 

平成20年度 環境目標達成状況      (単位:項目） 

項   目 目 標 数 達  成 未 達 成 

有 害 な 環 境 影 響 20 18  ２  

環境基本計画等の施策・事業 60 54 ６  

合   計 80 72  ８  
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(5) 環境マネジメントシステムの運用状況の公表 

環境マネジメントシステムに基づく環境保全活動の結果は，毎年度終了後，市の広報紙等で公表する

こととしており，平成20年度の運用状況については，市広報紙（広報たかまつ）やインターネット（高

松市ホームページ）で公表したほか，報道機関等にも情報を提供しました。 

(6) 事業所のＩＳＯ14001認証取得の支援 

本市の認証取得に際して得られたノウハウを活かし，ＩＳＯ14001 認証取得支援ガイドブックを作

成し，ホームページへの掲載等を行っています。 

(7) 高松市家庭版環境ＩＳＯ認定制度の推進 

各家庭における日々の生活の中でできる省資源・省エネルギー・リサイクルなど，市民が「環境にや

さしい生活」に簡単に取り組めるよう，ＩＳＯ14001の仕組みに基づいた「家庭版環境ＩＳＯ認定制度」

を平成15年度に創設し，推進しています。 

なお，20年度末までの累計件数は285件です。 

 

 

第２節 省エネルギー行動の促進 
 

１ チーム・マイナス６％への参加およびクールビズ・ウォームビズの取組 
京都議定書の発効に伴い，平成17年４月28日に閣議決定された京都議定書目標達成計画では，地球温暖

化対策の基本的考え方として，国，地方公共団体，事業者，そして国民一人ひとりが，協力して地球温暖

化対策に取り組まなければならないとされています。 

京都議定書による我が国の温室効果ガス６％削減目標を達成するため，地球温暖化対策推進本部（本部

長・内閣総理大臣）では，幅広い主体が参加し，地球温暖化防止に国民全てが一丸となって取り組む地球

温暖化防止「国民運動」（愛称「チーム・マイナス６％」）を開始しました。 

本市は，この運動に登録するとともに，国民運動「チーム・マイナス６％」の活動として「クールビズ」

（ノーネクタイ・ノー上着）および「ウォームビズ」（暖房に頼り過ぎず，働きやすく暖かい服装）に取

り組み，市内の事業所に対してもその普及を呼びかけています。 

クールビズ・ウォームビズの取組期間 

区   分 H20  

ク ー ル ビ ズ ６月１日 ～ ９月30日 

ウォームビズ 12月１日 ～ ３月31日 

 
２ 公用車への天然ガス車導入 

平成 15 年 11 月，市内朝日町に天然ガスのエコステーションが開設されたことに伴い，16 年度から公

用車に天然ガス車（天然ガスを燃料とする内燃機関（エンジン）によって駆動する自動車）を導入してお

り，今後も，市の公用車への率先導入を推進することにしています。 

※ 本市が導入した天然ガス車は，天然ガスをガス容器に貯蔵し，エンジンに供給して走行するＣＮＧ

(Compressed Natural Gas)自動車です。クリーンな燃料である天然ガスを利用するため，同タイプのデ

ィーゼル車と比べて環境性能は格段に優れており，窒素酸化物(NOx)削減効果が大きく，また浮遊粒子

状物質(SPM)もほとんどありません。                  
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天然ガス塵芥収集車 

天然ガス車導入台数の推移 
年度 

区分 H16 H17 H18 H19 H20 

塵芥収集車（台） １ １ ２ ２ ０ 

軽貨物自動車（台） ２ １ ０ ０ ０ 

 
３ マイカー通勤自粛デー（愛称「エコ金デー」）の取組 

今日，自動車は日常生活や経済活動に必要不可欠な交通手段になっていますが，一方で，排気ガスの排

出やエネルギーの消費など，地球環境に大きな負荷を与えているほか，鉄道・バスなどの公共交通機関の

利用者減少や慢性的な交通渋滞の発生など，様々な問題を引き起こしています。 

本市では，平成17年12月から，香川県および香川県公共交通機関利用促進協議会が提唱する「エコ金デ

ー」運動（毎週金曜日は，可能な限り通勤時におけるマイカー利用を自粛し，公共交通機関等を利用する

運動）に賛同して，市役所本庁舎を登録事業所として参加し，地球温暖化防止をはじめ，自動車交通に伴

う大気汚染防止のために，公共交通機関の利用促進を図っています。 

エコ金デー実施状況             
年度 

区分 H19 H20 

マイカー利用者数（人）（月平均） 191 194 

エコー金デー協力者数（人）（月平均） 71 65 

達成率（％）（月平均） 36.9 33.5 

※ マイカー利用者数については，全職員のうち市役所本庁舎に勤務している職員数です。 

 
４ パークアンドライドの取組 

平成18年７月29日，琴電琴平線に新駅「空港通り駅」が開設されたことにあわせ，市内中心部へ流入

する自家用車の削減および公共交通機関の利用を促すため，同年８月，国道193号寺井高架橋下の県管理

の土地を利用し，53台のパークアンドライド駐車場と自転車駐車場を整備し，供用を開始しました。 

 供用開始後も非常に好評で利用を希望する市民からの問い合わせも多いことから，20 年１月に 56 台の

駐車場を追加整備し，パークアンドライド事業に取り組んでいます。 

  ※ パークアンドライド：自宅から自家用車で最寄りの駅まで行き，車を駐車させた後，電車やバスの

公共交通機関を利用して中心市街地の目的地に向かうシステムで，道路の混雑

が緩和されるとともに，二酸化炭素の排出を少なくするなどの効果が期待でき

ます。 
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           パークアンドランド月契約数 
        年度 
区分 H18 H19 H20 

空港通り駅（台） 397 670 1,037 

 

５ アイドリングストップ運動の推進 
県と連携して，大気汚染防止のためのアイドリングストップの取組について，広報掲載・パンフレット

を配布する等，普及啓発を実施しています。また，500 ㎡以上の駐車場を設置・管理している市有施設に

は，看板等により利用者に対してアイドリングストップをするよう周知しています。 
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第３節 地球温暖化防止の周知啓発 
１ 環境展の開催 

市民の環境意識の向上を図るため，国の定めた６月の「環境月間」に併せて環境展を開催し，「不法

投棄撲滅ふれあいクリーン作戦」の活動写真を始め，太陽光発電システムや天然ガス車などを紹介した

パネル展示のほか，環境美化などの周知啓発を行いました。 

 開催期間 

    平成20年６月16日（月）～６月20日(金) 
 開催場所 

    市役所１階 市民ホール 

 主な内容 

ア パネル展示コーナー        

     太陽光発電や省エネルギーの紹介 

 天然ガス車や生ごみ処理機の紹介   

   ３Ｒ推進の取組紹介 

   携帯電話機のリサイクル推進 

   イ 写真展示コーナー 

     不法投棄撲滅ふれあいクリーン作戦 

   ウ その他 

     『42万人の環境行動宣言』コーナー 

 オリジナル買い物袋作り 

 リサイクル作品（エコたわし）作り 

                   

 

                  環境展様子 
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２ 地球温暖化防止展の開催 
   国の定めた12月の「地球温暖化防止月間」に併せて，「ストップ！地球温暖化」展を開催し，地球温暖

化の現状や二酸化炭素など温室効果ガス排出量の状況，身近にできる温暖化防止対策などの周知啓発を行

うとともに，市民の地球環境に対する意識の向上を図りました。 

 

 開催期間 

平成20年12月22日（月）～ 12月26日（金）         

 開催場所 

市役所１階 市民ホール 

 主な内容 

ア レジ袋削減のシンボルキャラクター紹介 

イ レジ袋等の削減に関する協定締結事業者のオリジナルバックの展示 

   ウ 次世代の電気自動車や燃料電池自動車のパネル展示 

   エ 環境再生保全機構 地球環境基金の募金箱の設置（～地球と五円（ご縁）を結ぼう～） 

オ 太陽光発電システムの仕組みや補助金制度の紹介 

カ 家庭での取り組み中の温暖化対策アンケート投票 

キ クリスマス用キャンドル作りの体験コーナー（24日と25日の時間限定で実施） 

              

   

「ストップ！地球温暖化」展様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 138 - 

第４節 新エネルギー普及事業 
 

１ 太陽光発電システムの導入促進 
高松市太陽光発電システム設置費補助金交付要綱に基づき，自ら居住する高松市内の住宅（店舗等併用

住宅を含む。）に太陽光発電システムを設置する方または，市内に太陽光発電システム付きの建売住宅を

購入する方を対象に，１kW当たり５万円で20万円を上限とする補助制度を平成15年度に設けました。 

また，20年７月１日から，市内に事業所等を有し，10kW以上の太陽光発電システムを設置する法人等を

対象に加え，１kW当たり10万円で200万円を上限とする補助制度に拡充しました。 

住宅用太陽光発電システム設置費補助件数等の推移 
年度 

区分 H15～H16 H17 H18 H19 H20 累計 

件     数 392 187 205 172 193 1,149 

総最大出力(kW) 1,571.37 682.96 774.91 622.36 700.08 4,351.68 

  ※ なお，18年度には，前年度からの繰越分66件，252.83kWを含む 

事業所用太陽光発電システム設置費補助件数等 
年度 

区分 H20 

件     数 2 

総最大出力(kW) 61.44 

 
２ 市有施設への太陽光発電の導入 

地域への太陽光発電システムの普及と，地域が一体となって環境に取り組む市民意識の高揚を図るため，

市有施設へ太陽光発電システムを率先して導入しており，平成20年度末現在，９施設（129kW）に設置し

ています。 

 
３ ごみ焼却余熱の積極的利用 

南部クリーンセンターや西部クリーンセンターでは，ごみの焼却時に発生する熱エネルギーを利用し 

て，発電し，場内の電力を補うほか，余剰電力を四国電力株式会社に売却しています。 

また，各クリーンセンターでは，「ループしおのえ」や「かわなべスポーツセンター温水プール」・ 

「かわなべ荘」に蒸気を熱源とした高温水を供給しています。 

 


